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◆ゴールを明確に◆





ゴールは、すべての拠り所！


ゴールが明確なら溢れる情報に流されない自分をもてる。例えば、情報収集する時も取捨選択する判断にもゴールが拠り所。「何のために何をやり遂げたいのか」を子どもへ問い続けることが成長の鍵！





問題解決





意志・成長





情報





チームワーク





＜未来教育プロジェクト学習＞成功戦略





知の共有





再構築





プレゼン





戦略





プロジェクトとは…夢の叶え方





◆ミッションを胸に◆





子ども自身がビジョンを描き


どうなったらいいか、望ましい将来をイメージする。これこそ21世紀を生きる力。


ミッションを胸に！


世の中の役にたつ！この使命感でチャレンジするとき、意欲とやる気が湧き上がる！





■ポートフォリオ活用■





活動・成果


ポートフォリオは自主的な活動と高い成果に不可欠。


知の再構築


ロジカルに表現する工夫で思考スキルが身につく。


自己評価


俯瞰し自己成長を確認。





◆プレゼンは社会に◆





本気でコミュニケーション


社会は甘くない！そこに向き合うとき成長する。


厳しいプレゼンテーション


専門家や市民からの厳しい評価を成長に生かせ！





◆ロジカル思考◆





確かさ、事実、根拠


「そうだとおもう」だけではダメ、「なぜそう言えるの？根拠は？」と問おう。彼らはネットだけではなく自分の考えを確かめるために行動し、真実の情報でロジカルに展開するスキル身につける。





◆テーマの意識化◆





無意識から意識化へ　


題材テーマを意識化する時間はたっぷり必要。意識していないものは関心も意欲も湧かない。ここで広域的な視点をもつことが子どもたちの問題発見力と意欲となる





一人思考








抜粋：鈴木敏恵著『こうだったのかポートフォリオ』学研　
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評価
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